日本大学医学部医学科の小論文のテーマは，課題文が出され，それに関し自分の考えを述べるといったものです。
最近4ヵ年の小論文のテーマは，以下のとおりです。

・2008

「吉田兼好の『徒然草』からの引用を読み，兼好の考える心の中の「主」とはどのようなものだと思うか，800字以内であなたの考えを論述しなさい。」（60分）

・2009

「『藤村随筆集』からの引用を読み，英文要約をした上で，「それと思うと残酷な気がする」とはどういうことなのかを，800字以内であなたの考えを論述しなさい。」（60分）

・2010

「坂東真理子『美しい日本語のすすめ』からの引用を読み，筆者の述べる「以心伝心による高度な共感のコミュニケーション」のメリットとデメリットについてまとめた上で，医師と患者のコミュニケーションにおける「以心伝心」と「共感」についてあなた自身の考えを，を750字以上800字以内であなたの考えを論述しなさい。」

・2011
森山卓郎『コミュニケーションの日本語』（岩波ジュニア新書　2004年12月21日発行　岩波書店　134～135頁・161～162頁）の文章における「遠慮」と「配慮」にはどのような違いがあるとあなたは考えますか，筆者の主張を踏まえつつ，その違いを説明しなさい。また，意見の異なる相手と話し合う際にあなたはどのような工夫をしますか。この二点について，741字以上800字以内で論述しなさい。

さて，皆様，お待ちかねの本年度の予想テーマですが，次のようなテーマにしました。
（課題文） 
　私は隣の病室に，私と同じくらいの年で同じ病気の女の子がいることを知った。丸顔の私とは反対の，面長で目鼻だちのはっきりした子だった。

　話をしたわけでもなく，たまにストレッチャーに乗せられ，どこかに移動させられる時とか，ギブスを取ったあとのリハビリの時に顔を合わせた程度。でも私は「同じ病気の子」ということで鮮明にその子のことを覚えていた。

　私は退院した。ギブスを取って細くなった足に電気をかけに連れていかれたり，湯河原温泉（神奈川県）に行かされたりして，奇跡的に歩くことができるようになった。運がよかったのは，母が早く気がついてくれたからで，ほんのちょっとのところで手遅れになるところだった。

　退院後しばらくして，私が道を歩いていくと，向こうから赤い松葉づえをついた女の子が来た。ペンキでも塗ってあるのか，赤い松葉づえは珍しかった。よく見ると，あの病院にいた女の子だった。

　顔が合った。松葉づえのその女の子は，私の，なにもない足を見た。そして私たちは，何もいわずに，すれ違った。

　その時以来，私は，その赤い松葉づえの子が遠くにでも見えると，走って横道に隠れた。松葉づえをついていない自分を，その子に見せたくなかった。その子の気持ちを思うと，たまらなかった。

　ある時，私は父と散歩をしていた。その時，赤い松葉づえが見えた。私は父を引っ張って横道に入った。父は私に「どうしたの？」と聞いた。私は父に説明をした。話を聞き終わった時，父がいった。

　「そんなにかわいそうだと思うんなら，隠れないで，行ってお話ししてあげなさい」

　六歳の私に，父は，そういった。でも私には，その時は，どうしても勇気がでなかった。やっと決心がついたころ，空襲が激しくなり，その子の姿も見えなくなった。

「上記の文章を参考にして，集団主義，同質主義について750字以上800字以内であなたの考えを論述しなさい。」（60分）

すばらしい答案を期待しています。
[受講申し込み方法]
・入塾金：無料
・受講費：３，０００円（税込み）
１　　お申込み
別紙に，模試添削希望，郵便番号，住所，氏名，電話番号等をなるべく詳しく明記して，現金書留に「添削料金３，０００円」と「原稿用紙に書いた解答」を送付してください。
２　　領収書
　領収証は、確認メールや各種郵送物の不着等が発生した場合の予防策として、受講終了時まで御手元に保管いただきますようお願い致します。
３　　添削の返却
　　　可及的速やかに返却しています。受信日当日を目標に返却しています。
